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「宇宙開発フォーラム 2007」は、9 月

23 日（日）・24 日（月） の 2 日間に

わたって、JAXA 東京事務所 （東京・丸

の内）で開催されました。両日とも、講

師の方々によるセミナー、参加者の方々

を交えたワークショップ、さまざまな企

業、団体のご活動を紹介するポスター展

示がおこなわれました。1日目の夜のレ

セプションでは、様々な分野で、皆様ご

活躍されている参加者の方々の間で活

発な意見交換、交流がなされました。 

 本報告書では、「宇宙開発フォーラム

2007」でどのようなことが行われたのか

をプログラムごとに報告します。 
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わずか半世紀前にその端緒についた宇宙開発は、近年めざましい発達をみせています。 
そして、いまや宇宙技術は私達の生活に欠かせないものとなっており、莫大な予算と高

度な技術が投入され、日々、実際にそれを活用していく局面が増大している状況にありま

す。 
そのような状況において宇宙開発は、技術開発の領域のみならず、社会のニーズや制約

との調和を図りながら発展させていく必要に迫られています。一方で、法学・政治学・経

済学など社会科学の分野全般においても、いまやあらゆる分野で活用されるようになって

きた宇宙技術というものは無視できないものになっております。 
そこで、私達宇宙開発フォーラム実行委員会（SDF）は、理系に対しては社会科学の知

見に、文系に対しては技術的な視野に触れていただくことで、社会のニーズと技術の可能

性の双方を包括した学際的アプローチの足がかりを獲得していただければと願い、本フォ

ーラムを準備させていただきました。 
宇宙開発フォーラムは、皆様のおかげをもちまして今回で 5 回目の開催を迎えることと

なりました。スペースシップワンの成功やスピンオフの活性化など、宇宙空間の民間利用

がますます増大し、宇宙開発のありかたも変化を迎えています。そのような中で、学生と

いう立場を活かしつつ 5 年間の継続的な活動を行ってきた結果、メンバーや参加者の輪も
広がってまいりました。 
 宇宙開発フォーラム 2007 には、｢視点の出会いの場｣というキャッチフレーズがついてい
ます。このキャッチフレーズには、「文系・理系、学生・社会人を問わず、様々な方に議論

に参加していただきたい」、「様々な参加者の方々や講師との交流を通じて宇宙開発におけ

る新たな視点や課題の発見や理解する契機を生み出したい」、という実行委員の願いがこめ

られています。 
当フォーラムにおける発見や出会いが今後の皆様のご活躍の一助となり、ひいては日本

の宇宙開発をめぐる議論をより柔軟で活発なものにするささやかなきっかけとなることが

できれば幸いです。 
末筆ながら、宇宙開発フォーラム 2007 にご協力・ご協賛いただいた皆様、および参加者

の皆様に、深く御礼を申し上げますとともに、今後ともご指導・ご鞭撻のほどをお願いい

たします。 
宇宙開発フォーラム 2007 実行委員長            
横手紗織（早稲田大学政治経済学部国際政治経済学科 3 年）

主催者挨拶 
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【２３日】 
10:30～12:00 ワークショップ道場 
   福永真己 氏 
   筑紫正宏 氏 
   田島博樹 氏 
13:00～13:15 開会式 
13:30～15:15 宇宙開発概論 

（13:30～14:15）リモートセンシング衛星を使用した地球環境問題・災害への取り組み 
ヨサファット テトォコ スリ スマンティヨ 氏 

     （千葉大学環境リモートセンシング技術センター） 
（14:30～15:15）リモートセンシング技術とその技術利用の可能性 
   小尾新三 氏 （小尾技術事務所） 
15:30～17:45 国際協力ワークショップ 
   国際協力評価表に基づいた協力の評価 
   春山幸男 氏 （財団法人リモートセンシング技術センター） 
   柏原友子 氏 （独立行政法人国際協力機構） 
18:30～20:30 レセプション      （会場：espressamente illy サピアタワー３F） 
 
 

 
【２４日】 
10：30～12：30 宇宙ビジネスセミナー 
   宇宙ビジネスにみる新しい機会と課題 

金山秀樹 氏 （ＣＳＰジャパン株式会社） 
13：30～14：30 ポスターセッション 
14：45～16：45 パネルディスカッション 
   アジア地域における日本の宇宙開発と国際協力の可能性 

春山幸男 氏 （財団法人リモートセンシング技術センター） 
小林広幸 氏 （独立行政法人国際協力機構） 
ヨサファット テトォコ スリ スマンティヨ 氏 

     （千葉大学環境リモートセンシング技術センター）

 

当日タイムテーブル 
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宇宙開発フォーラム実行委員会 団体概要 
 
団体名 ：宇宙開発フォーラム実行委員会 
（ 略 称 ： SDF (SPACE Development Forum Executive 
Committee）) 
設立 ：2002 年 11 月 
代表者 ：横手 紗織（よこて さおり） 
（早稲田大学政治経済学部 3 年） 
 
E-Mail ：info@sdfec.org 
URL ：http://www.sdfec.org 
メンバー所属大学 
：東京大学、横浜国立大学、慶應義塾大学、早稲田大

学、中央大学、首都大学東京、群馬大学、日本大学、

日本女子大学、一橋大学 東京電機大学（計 30名） 
 

 
 現在、宇宙開発をめぐる状況は大きく変化しています。従来のように高度で信頼性のある

技術が求められているのはもちろんのこと、多様な宇宙ビジネスが行われ、宇宙開発体制と

国際政治秩序とのリンケージも強まっています。また、それと同時に宇宙開発や宇宙利用に

関する法や規制の必要性が高まってきています。そこで SDF は、宇宙開発の意義をゼロから
考え、それをどう伝え、実現していくのか、というところまでフォローすることを目的とし

て、文科系の学問と理科系の学問の融合を目指しています。すなわち、（1）ビジネス・政策・
法律といった社会科学的知見の蓄積を進めるとともに、（2）広く学生団体や市民団体とのネ
ットワークを展開してお互いの情報を交換し、（3）宇宙開発に携わっておられる実務家・研
究者・ビジネスマンの方との交流も密にして、実際に意味のある宇宙開発のありかたを探り、

その成果を社会にアウトプットしていきます。 
 

 
 今年度は、毎週土曜日を定例会として、事務ミーティングならびに研究会活動を代々木オ

リンピック記念青少年総合センターにて行っています。研究会活動では、宇宙技術を使った

国際協力についての研究会を中心に 8 回開催しました。 
また、シンポジウム「宇宙開発フォーラム 2007」を 9 月 23～24 日に JAXA 東京事務所（東京・
丸の内）にて開催しました。 
 その他、『SDF MOOK 宇宙開発がわかる』（宇宙開発に関する資料集）の作成や各種リサー
チ、専門家の方々へのインタビュー、NPO 法人大学宇宙工学コンソーシアム（UNISEC）ワー
クショップ や国際法模擬裁判への参加などの活動に取り組んでいます。 
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